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梶本一典氏社長かじもと・かずのりＣＫＤ
製
造
の
コ
ア
国
内
に
残
す

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
包
装
機
械
な
ど
の
自
動
機
械
や
空
圧
機
器
、
制
御
機
器
な
ど
の
大
手
。
機
械
メ
ー

カ
ー
と
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
顔
を
持
つ
。
少
子
化
に
よ
り
縮
小
す
る
国
内
市
場
だ
け
で
な

く
、
世
界
経
済
の
景
気
の
先
行
き
も
不
透
明
さ
を
増
す
中
、
梶
本
一
典
社
長
は
「
二
つ
の
領
域

を
手
が
け
る
特
徴
を
強
み
に
す
る
」
と
新
た
な
需
要
の
創
出
を
目
指
す
。
国
内
外
で
の
事
業
戦

略
に
つ
い
て
聞
い
た
。

名
古
屋
・
伊
藤
吉
登

先端技術生みだし世界に

　
―
現
在
の
景
況
感
は
。

　
「
欧
州
債
務
危
機
以
降
、
景

気
減
速
感
が
漂
う
。
半
導
体
や

液
晶
、
太
陽
電
池
関
連
の
売
上

高
は
前
年
比
で
２
―
３
割
落
ち

た
。
さ
ら
に
日
中
関
係
悪
化
の

影
響
も
あ
り
、
前
年
並
み
だ
っ

た
一
般
機
械
向
け
や
比
較
的
好

調
だ
っ
た
自
動
車
関
連
向
け
も

減
退
。
少
な
く
と
も
年
内
は
厳

し
い
状
況
が
続
く
だ
ろ
う
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯

電
話

や
二
次
電
池
、
医
薬
・

医
療
な
ど
成
長
市
場
向
け
を
強

化
し
業
績
を
伸
ば
す
」

　
―
少
子
化
を
背
景
に
国
内
需

要
は
縮
小
し
ま
す
。

　
「
事
業
の
横
展
開
で
売
上
高

を
伸
ば
す
。
医
薬
品
用
包
装
機

で
は
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
が
、

制
御
機
器
は
医
薬
や
医
療
機
器

分
野
で
手
薄
だ
っ
た
。
医
薬
工

場
で
は
流
体
制
御
バ
ル
ブ
が
数

多
く
使
わ
れ
て
い
る
。今
期
、同

市
場
向
け
の
材
質
や
構
造
を
採

用
し
た
新
製
品
を
発
売
し
た
。

サ
イ
ズ
展
開
を
増
や
し
、
シ
リ

ー
ズ
化
。
二
次
電
池
製
造
ラ
イ

ン
向
け
で
は
ク
リ
ー
ン
エ
ア
機

器
や
駆
動
機
器
を
自
動
機
部
門

が
協
力
し
て
売
り
始
め
た
。
電

池
の
製
造
工
程
は
爆
発
の
危
険

性
が
あ
り
安
全
性
を
最
重
要
視

す
る
。
自
社
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
用
捲
回
機
で
の
実
績
で

電
池
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
も
得
て

い
る
。
自
動
機
部
門
と
共
同
開

発
し
た
機
器
を
拡
販
す
る
」

　
―
営
業
体
制
の
見
直
し
も
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
自
動
機
の
営
業
担
当
は
約

人
。
機
器
の
営
業
職
は
そ
の

倍
い
る
。
機
器
の
営
業
で
は

幅
広
い
企
業
と
取
引
が
あ
る

が
、
従
来
は
自
動
機
の
提
案
を

し
て
こ
な
か
っ
た
。
機
器
の
営

業
職
が
ハ
ン
ダ
印
刷
検
査
機
な

ど
の
自
動
機
を
販
売
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
一
部
担
当
者
を
対

象
に
し
た
研
修
を

年
３
月
期

中
に
始
め
る
。
機
器
と
自
動
機

の
中
間
的
な
領
域
の
ユ
ニ
ッ
ト

な
ど
の
案
件
も
開
拓
し
た
い
」

　
―
国
内
で
モ
ノ
づ
く
り
を
続

け
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
「
海
外
競
合
メ
ー
カ
ー
の
技

術
力
も
向
上
し
て
お
り
、
競
争

は
激
化
し
て
い
る
。
対
策
で
６

月
に
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

Ｂ

Ｕ

制
を
導
入
し
た
。
収
支
管

理
を
従
来
の
工
場
単
位
か
ら
空

圧
や
制
御
な
ど
の
製
品
単
位
に

変
え
た
。
Ｂ
Ｕ
制
で
個
別
製
品

の
強
み
と
弱
み
が
鮮
明
に
な

り
、
社
員
が
将
来
を
見
通
し
、

製
品
競
争
力
を
い
か
に
維
持
す

る
か
と
い
う
見
方
を
持
ち
出
し

た
。
今
後
、
国
内
４
工
場
の
製

造
品
目
を
見
直
す
な
ど
再
編
も

検
討
す
る
」

　
―
海
外
戦
略
は
。

　
「
当
社
の
海
外
売
上
高
比
率

・
生
産
比
率
は
と
も
に
低
い
。

中
国
や
タ
イ
な
ど
で
は
現
地
の

適
正
品
質
製
品
を
現
地
で
企
画

・
生
産
す
る

地
産
地
消

を

進
め
る
。
中
国
で
は
受
注
が
好

調
な
ハ
ン
ダ
印
刷
検
査
機
の
現

地
生
産
を
始
め
た
。

年
中
に

中
国
・
無
錫
市
の
工
場
を
移

転
、
拡
張
す
る
。
ま
た
需
要
の

伸
び
が
期
待
で
き
る
医
薬
品
用

包
装
機
で
は

年
４
月
に
中
国

市
場
に
特
化
し
た
製
品
を
発

売
。
中
国
事
業
で

年
３
月
期

に

年
３
月
期
比
２
倍
の
売
上

高
１
０
０
億
を
目
指
す
」

　
―
日
本
の
企
業
が
優
位
性
を

保
つ
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う

か
。

　
「
今
後
も
海
外
へ
の
生
産
移

転
は
進
む
だ
ろ
う
が
、
全
体
の

競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も

国
内
か
ら
発
信
す
る
最
新
技
術

の
重
要
性
は
増
す
。
国
内
で
常

に
先
端
技
術
を
生
み
出
す
研
究

・
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
開
発
拠
点
だ
け
で
は
で
き
な

い
。
工
場
と
一
体
で
実
際
の
製

造
現
場
を
見
な
が
ら
進
め
な
い

と
、
ど
こ
か
で
問
題
が
発
生
す

る
。
製
造
の
コ
ア
部
分
は
国
内

に
残
す
こ
と
が
必
要
だ
」

ア
ジ
ア
で
部
品
を
最
適
生
産

新興国に負けない商品に

尾堂真一氏社長おどう・しんいち日本特殊陶業
　
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
点
火
プ
ラ
グ
と
酸
素
セ
ン
サ
ー
を
主
力
と
す
る
日
本
特
殊
陶
業
は
、
海

外
販
売
比
率
が
８
割
超
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
。
プ
ラ
グ
と
セ
ン
サ
ー
で
培
っ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
の
成
形
技
術
を
核
に
、
集
積
回
路

Ｉ
Ｃ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
切
削
工
具
な
ど
の
事
業
も
手
が

け
て
い
る
。
国
内
外
で
競
争
力
の
あ
る
製
品
を
生
み
出
す
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、
尾
堂
真
一
社

長
に
聞
い
た
。

名
古
屋
・
杉
本
要

　
―
中
国
で
日
本
車
を
買
い
控

え
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
中
国
事
業
へ
の
影
響
は
。

　
「
上
期

２
０
１
２
年
４
月

―
９
月

業
績
へ
の
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
５
割
減
産
す
る
と

仮
定
し
た
場
合
、
下
期

月

―

年
３
月

に
最
大

億
円

の
減
収
を
見
込
ん
で
い
る
」

　
―
中
国
で
は

年
３
月
期
に

酸
素
セ
ン
サ
ー
の
新
工
場

江

蘇
省
常
熟
市

を
稼
働
す
る
計

画
で
す
。
今
後
の
中
国
へ
の
投

資
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。

　
「
当
社
の
中
国
事
業
は
全
売

上
高
に
占
め
る
割
合
が
５
％
程

度
で
、
他
の
部
品
メ
ー
カ
ー
と

比
べ

進
出
が

若
干
遅
れ

た
。
こ
の
た
め
従
来
は
遅
れ
を

挽
回
し
よ
う
と
、
積
極
投
資
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
今
回
は

中
国
リ
ス
ク

を
あ
ら
た
め

て
認
識
し
た
。
常
熟
市
の
新
工

場
は
予
定
通
り
稼
働
す
る
見
込

み
だ
が
、
そ
の
先
の
投
資
に
つ

い
て
は
今
後
１
、
２
年
か
け
て

慎
重
に
練
り
直
し
た
い
」

　
―
中
国
以
外
の
新
興
国
へ
の

投
資
は
。

　
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

域
内
や
イ
ン

ド
の
工
場
間
で
連
携
を
強
化
す

る
。
現
在
は
日
本
で
生
産
し
て

い
る
現
地
向
け
点
火
プ
ラ
グ
の

基
幹
部
品
を
、
タ
イ
ま
た
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
工
場
に
移
管
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
一
つ
の
国
の
よ
う

に
見
立
て
、
こ
れ
に
イ
ン
ド
を

含
め
た
ア
ジ
ア
地
域
全
体
で
部

品
の
最
適
生
産
を
考
え
た
い
。

当
社
は

年
ま
で
に
現
状
３
割

の
海
外
生
産
比
率
を
５
割
に
高

め
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
今

後
も
生
産
の
海
外
移
管
を
進
め

て
い
く
」

　
―
一
方
、
国
内
で
も

年
に

岐
阜
県
可
児
市
で
新
工
場
を
稼

働
し
ま
す
。
日
本
で
モ
ノ
づ
く

り
を
続
け
る
意
義
を
あ
ら
た
め

て
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
当
社
に
は
愛
知
県
内
の

焼
き
物
文
化

の
中
で
育
っ

た
風
土
が
あ
る
。
プ
ラ
グ
や
セ

ン
サ
ー
は
精
密
な
焼
き
物
で
あ

り
、原
料
調
合
や
焼
成
の
温
度
、

湿
度
、
収
縮
度
な
ど
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
固
ま
り
。
海
外
に
生
産
を

移
せ
る
も
の
は
今
後
も
移
し
て

い
く
が
、
例
え
ば
プ
ラ
グ
の
中

核
部
品

絶
縁
体

な
ど
海
外

移
管
す
る
に
は
技
術
的
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
も
の
も
多
い
。
新
興

国
の
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
な
い
高

付
加
価
値
な
商
品
づ
く
り
を
続

け
て
い
く
し
か
道
は
な
い
」

　
―
プ
ラ
グ
や
セ
ン
サ
ー
な
ど

の
主
力
事
業
に
続
く
事
業
を
ど

う
育
成
し
ま
す
か
。

　
「
新
事
業
開
発
に
対
す
る
社

員
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
だ
。
社
内
に
は

年
に
新
規

事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
２
０
２

０

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
、
開
発
や
営
業
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
各
部
門
か
ら
担

当
者
が
参
加
し
て
新
規
事
業
の

方
向
性
を
議
論
し
て
い
る
。
今

年

月
に
は

歳
未
満
の
若
手

社
員
で
つ
く
る

Ｕ
―

と

い
う
チ
ー
ム
も
新
設
し
た
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
既
存
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
超
え
る
新
事
業
が
立

ち
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」

　　 ２０１２年 平成２４年 １１月２６日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）


